








研究目的 

フェニルケトン尿症の母親から生まれた児は、知能障害、小頭症、心奇形などが非常に多

く、母性フェニルケトン尿症(maternal PKU)と呼ばれている。本症の脳障害については、

蛋白合成異常によるとする報告がある。しかし、最大の致死的原因である心奇形に関する

実験的研究は全く見られない。本研究は、maternal PKU を予防すべく、適切な Phe 制限食

療法を究明するための基礎実験として、L-Phenylalanine(Phe)負荷妊娠ラットの胎仔脳、

心臓における蛋白合成障害の有無について検討した。 


